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＊
䥹
昭
和
九
年
一
月
十
八
日
䥺 

䥹
会
員
・
会
友
宛 

新
年
奉
賀
あ
い
さ
つ
䣍
第
十
二
回
展
諸
準
備
連
絡
䥺 

 

䥹
24
䥺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

拝
啓 

益
々
御
健
筆
奉
賀
候 

 

新
春
す
で
に
動
い
て
春
陽
会
は
第
十
二
回
を
開
催
す
る
準
備
相
成
り
䣍
こ
こ
に
二
䣍
三
改

め
て
御
報
告
申
上
候 

 

本
年
度
春
陽
会
は
会
務
委
員
を
新
選
し
て
今
後
第
二
期
の
活
動
に
当
ら
し
む
べ
く
用
意

仕
候 

即
ち
左
記
七
名
に
御
座
候 山

崎 

省
三 

 
 

今
関 

啓
司 

足
立
源
一
郎 

 
 

林 

倭
衛 

中
川 

一
政 

 
 

石
井 

鶴
三 

木
村 

荘
八 

 

尚
䣍
新
会
員
を
推
挙
し
て
第
三
期
䣍
第
四
期
に
備
へ
候 

即
ち
左
記
四
名
に
御
座
候 

青
山 

義
雄
䥹
在
仏
䥺 

別
府
貫
一
郎 

水
谷 

清 
 
 

 
 

 

鳥
海
青
児 

 

第
二
期
春
陽
会
は
会
務
委
員
最
善
の
努
と
誠
意
を
も
つ
て
会
を
運
転
し
䣍
春
陽
会
の
地
歩

を
不
退
転
の
位
に
置
く
べ
く
䣍
戦

い
く
さ

若
し
あ
ら
ば
此
信
念
の
障

碍

し
䣯
う
が
い

に
対
し
て
の
み
䣍
他
に
御

座
候 

  

右
出
品
者
諸
賢
の
貴
意
を
得
度
䣍
併
せ
て
諸
賢
の
御
協
力
に
儘
大
の
期
待
を
以
て
希 の

ぞ

み
候

也 

早
々
不
備 

 
 

昭
和
九
年
一
月
十
八
日 

春 

陽 

会 
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䣚
会
務
報
告
䣛 

 

＊
䥹
昭
和
九
年
二
月
四
日
䥺 

䥹
会
員
・
会
友
宛 

故
森
田
恒
友
墓
参
へ
の
お
誘
い
䥺 

 
 

 
 

 
 

 

䥹
24
䥺 

  

拜
啓 

 

来
る
三
月
八
日
䣍
故
森
田
恒
友
君
の
墓
参
を
致
し
度
存
じ
ま
す
䣎 

左
の
時
刻
に
新
宿
駅

一
等
待
合
室
に
御
参
集
下
さ
い
ま
し
䣎 

 
 

三
月
八
日
䥹
木
曜
䥺 

午
後
正
三
時 

 
小
杉 
未
醒 

足
立
源
一
郎 

山
本 

鼎 

 

追
伸 

 

前
便
御
通
知
し
ま
し
た
六
日
の
会
員
会
䣍
八
日
の
森
田
墓
参
会
と
近
日
に
て
重
複
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
か
ら
䣍
い
䣬
そ
同
日
に
し
た
方
が
よ
い
と
の
案
あ
り
䣍䥹
会
員
会
を
䥺
八
日
に

延
期
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
か
ら
御
承
知
下
さ
い
䣎 

  

会
員
会 

 

三
月
八
日 

 

午
後
正
六
時 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

於
・
青
山
国
際
料
理 

 

辰
好
軒 

 
 

三
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

春 

陽 

会 

◆ 

＊
䥹
昭
和
九
年
二
月
二
十
八
日
䥺 

䥹
会
員
・
会
友
宛 

小
林
和
作
氏
退
会
届
出
䥺 

 
 

 
 

 
 

 

䥹
24
䥺 

  

啓 

 

二
月
二
十
三
日
䣍
小
林
和
作
氏
事
務
所
来
訪
䣎
䣓
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
独
立
美
術
協
会

へ
入
会
し
た
き
為
䣍
春
陽
会
会
員
を
辞
退
し
た
き
䣔
旨
申
出
ら
れ
候 

一
応
話
合
ひ
致
せ

し
も
䣍
氏
の
辞
意
堅
き
為
䣍
と
も
角
辞
表
を
預
る
こ
と
に
致
し
候 

独
立
の
方
に
て
速
急

に
発
表
す
る
や
も
計
り
難
き
ゆ
へ
䣍
予
め
御
報
告
申
上
候 

 

二
月
二
十
八
日 

春 

陽 

会 

 
 

会
員 

会
友 

殿 
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◆ 
＊
䥹
昭
和
九
年
四
月 

䥺 

䥹
会
員
・
会
友
䣍
報
道
宛 

新
会
友
推
挙
発
表
䥺 

 
 

 
 

 
 

 

䥹
24
䥺 

  

啓 

 

本
年
銓
衡
の
結
果
䣍
左
の
九
氏
を
会
友
に
推
挙
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
䣎 

  
 

昭
和
九
年
四
月 

春 

陽 

会  

記 

 
 

  

遠
藤 

典
太 

 
 

 

䥹
現
住
所
䥺
神
田
区
一
ツ
橋
通
八 

田
中
方 

 
 

 

明
治
三
十
六
年
福
岡
県
に
生
る
䣎 

 
 

 

三
井
工
業
学
校
半
途
退
学
䣎 

 
 

 

本
郷
絵
画
研
究
所
䣍
春
陽
会
研
究
所
に
修
業
䣎 

 
 

 

春
陽
会
第
四
回
展
か
ら
出
品
䣎 

  

橋
本 

節
哉 

 
 

 

䥹
現
住
所
䥺
豊
島
区
池
袋
三
ノ
一
六
〇
三 

 
 

 

明
治
三
十
八
年
京
都
市
に
生
る
䣎 

 
 

 

川
端
画
学
校
に
学
ぶ
䣎 

 
 

 

大
正
十
年
渡
仏
䣎
ア
カ
デ
ミ
䤀
・
ラ
ン
ソ
ン
に
学
ぶ
䣎
モ
䤀
リ
ス
・
ド
ニ
に
私

淑
す
る
䣎 

 
 

 

大
正
十
四
年
帰
朝
䣎
翌
十
五
年
再
度
渡
仏
䣎 

 
 

 

昭
和
三
年
帰
朝
䣎
爾
来
毎
回
春
陽
会
展
に
出
品
䣎 

  

原
田 

和
周 

 
 

 

䥹
現
住
所
䥺
世
田
谷
区
世
田
谷
五
ノ
二
八
四
九 

 
 

 

明
治
二
十
八
年
静
岡
県
に
生
る
䣎 

大
正
三
年
日
本
美
術
院
研
究
所
に
入
所
䣎 

 
 

 

翌
大
正
四
年
以
降
日
本
美
術
院
展
に
出
品
䣍
入
選
三
回
䣎 

 
 

 

第
一
回
春
陽
会
展
よ
り
毎
回
出
品
䣎 

  

岩
田
栄
之
助 

 
 

 

䥹
現
住
所
䥺
横
浜
市
鶴
見
区
東
寺
尾
町
寺
谷
一
五
一
六 

 
 

 

明
治
三
十
二
年
横
浜
市
に
生
る
䣎 

 
 

 

東
京
美
術
学
校
半
途
退
学
䣎 

 
 
 

 

第
三
回
春
陽
会
展
よ
り
出
品
䣎 

 
 

  

鬼
塚 

金
華 

䥹
現
住
所
䥺
大
森
区
堤
方
町
六
九
三 

 

明
治
三
十
年
鹿
児
島
県
に
生
る
䣎 

 
 

 

故
森
田
恒
友
䣍
足
立
源
一
郎
両
氏
に
師
事
䣎 

 
 

 
第
二
回
春
陽
会
展
よ
り
出
品
䣎 

 
 

 
昭
和
六
年
渡
欧
䣍
同
年
帰
朝
䣎 

 
 

 

昭
和
八
年
䣍
第
十
一
回
春
陽
会
展
で
春
陽
会
賞
受
賞
䣎 

  

大
森 

啓
助 
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䥹
現
住
所
䥺
渋
谷
区
金
王
町
五
九 

 
 

 

明
治
三
十
一
年
神
戸
市
に
生
る
䣎 

関
西
学
院
高
等
商
業
学
部
卒
業
䣎 

 
 

 

川
端
画
学
校
に
学
ぶ
䣎 

 
 

 

大
正
十
五
年
渡
仏
䣎
此
年
サ
ロ
ン
・
ド
䤀
ト
ン
ヌ
に
出
品
䣍
爾
後
毎
年
出
品
䣎 

 
 

 

昭
和
七
年
末
帰
朝
䣎 

 
 

 

第
十
一
回
春
陽
会
展
に
出
品
䣎 

 
 

 

第
十
二
回
春
陽
会
展
で
春
陽
会
賞
受
賞
䣎 

  

小
栗 

哲
郎 

䥹
現
住
所
䥺
杉
並
区
和
泉
一
ノ
一
〇
六 

 
 

 

明
治
三
十
七
年
静
岡
県
に
生
る
䣎 

 
 

 

静
岡
中
学
校
卒
業
䣎 

 
 

 

第
六
回
春
陽
会
展
よ
り
出
品
䣎 

 
 

 

第
十
二
回
春
陽
会
展
で
春
陽
会
賞
受
賞
䣎 

  

田
中 

万
吉 

䥹
現
住
所
䥺
広
島
市
弥
生
町
八 

 
 

 
 

明
治
二
十
八
年
香
川
県
に
生
る
䣎 

 
 

 

日
本
水
彩
画
会
研
究
所
に
学
ぶ
䣎 

 
 

 

大
正
十
三
年
渡
仏
䣎
サ
ロ
ン
・
ド
䤀
ト
ン
ヌ
出
品
に
出
品
䣎
滞
仏
四
年
䣎 

 
 

 

第
六
回
春
陽
展
よ
り
出
品
䣎 

  

上
野 

春
香 

䥹
現
住
所
䥺
杉
並
区
高
円
寺
三
ノ
三
二
一 

 
 

 

明
治
二
十
九
年
札
幌
市
に
生
る
䣎 

 
 

 

昭
和
三
年
渡
仏
䣎
滞
仏
二
年
間
䣎 

 
 

 

第
十
回
春
陽
展
よ
り
出
品
䣎 
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◆ 
＊
䥹
昭
和
九
年
十
一
月
二
日
䥺 

䥹
会
員
会
案
内
䥺 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

䥹
24
䥺 

 

拝
啓 

天
候
不
順
の
折
柄 

御
健
康
慶
賀
し
ま
す
䣎 

 

今
春
以
来
会
談
の
機
を
失
し
て
ゐ
ま
し
た
が
䣍
今
度

こ
の
た
び

の
人
事
問
題
の
報
告
か
た
〴
〵

久
振
り
で
会
員
会
を
催
し
度
く
存
じ
ま
す
䣎
遠
隔
の
方
も
ど
う
ぞ
御
出
席
を
願
上
げ
ま

す
䣎 

  
 

時 

日 
 

十
一
月
九
日
䥹
金
曜
日
䥺
午
後
正
六
時 

 
 

会 

場 
 

レ
イ
ン
ボ
䤀
グ
リ
ル 

䥹
麹
町
区
内
幸
町
一
丁
目 

大
坂
ビ
ル
デ
ン
グ
内
䥺 

 
 

会 

費 
 

二
圓 

  
 

 

昭
和
九
年
十
一
月
二
日 

春 
陽 

会 

        

   


